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文：グルーポ・ピコ（地球の歩き方）

『死と生』。レオポルト美術館展示、所蔵
©Leopold Museum Wien

美術史博物館にあるフレスコ画。芸術の発展過
程をテーマとしている

グスタフ・クリムト
Gustav Klimt（1862～1918年）

ウィーン郊外のバウムガルテンに生まれた、世紀末芸術を代表す
る画家。芸術界ではそれまでタブーとされてきた「エロス」や「死」
など、人間の内向的なものをテーマとした作品を多く残した。『パ
ラス・アテネ』や『接吻』といった金箔を多用したきらびやかな作品
は、クリムトの真骨頂。絵画のほかフレスコ画も多く手がけた。フレ
スコ画の代表作は、セセッションにある3枚の壁画からなる連作
『ベートーベンフリース』。

オットー・ワーグナー
Otto Wagner（1841～1918年）

クリムトが設立した芸術団体、ウィーン分離派
の中心人物のひとり。花や植物など有機的な
モチーフを取り入れたアールヌーヴォー様式
の建築物を多く設計したが、晩年には機能主
義の近代建築物も残した。作品の多くは
ウィーンおよびその近郊にあり、マジョリカハ
ウスやカールスプラッツ駅はアールヌー
ヴォー期の代表作。シュタインホーフ教会と
ウィーン郵便貯金局は、近代建築の傑作とし
て知られている。

代表作

クリムトに見いだされ、アトリエに出入りするなど親交の深かった
画家。クリムトと同じウィーン工芸学校で学んだあと、ウィーン美術
アカデミーへと進学。1909年にアカデミーを退校後、本格的に画
家として活動をスタートさせる。作品のテーマは、やはり「エロス」
や「死」。ただしクリムトのようなきらびやかな画風ではなく、より刺
激的で躍動感が感じられる。ヌードを含む人物画や風景画、そして
数多くの自画像を残した。

エゴン・シーレ
Egon Schiele（1890～1918年）

イタリアのマジョリカ産のタイルで飾られたマジョリカハウス

『ほおずきの実のある
自画像』。レオポルト美
術館展示、収蔵
©Leopold Museum 
Wien

コロマン・モーザー
Koloman Moser（1868～1918年）

ウィーン分離派のひとりであるデザイナー。ワーグナーとの関わりが深く、
シュタインホーフ教会の祭壇やモザイク画、ステンドグラスなどは彼の作
品。ほかの3人に比べ日本では知名度が低いが、インテリアデザインのほ
か絵画、家具、ポスターなどの分野でも活躍した、多才な人物。

没後
100年 人の天才芸術家4

● パラス・アテネ 1898年
● ユディト Ⅰ 1901年

● ベートーベンフリース 1901年
● 接吻 1907～1908年

● ほおずきの実のある自画像
  1912年
● ヴァリーの肖像 1912年
● 死と乙女 1915年

代表作

● セセッション
  （装飾の一部） 1898年
● シュタインホーフ教会
  （モザイク画、ステンドグラス）
  1907年

代表作

● マジョリカハウス 1898年
● カールスプラッツ駅 1899年
● シュタインホーフ教会 1907年
● ウィーン郵便貯金局 1906～1912年

代表作
世紀末芸術とは？

19世紀末にヨーロッパ中を席巻した
新しい芸術様式。フランスでは「アー
ルヌーヴォー」、ドイツでは「ユーゲン
トシュティール」と呼ばれる。ウィーン
では1897年にクリムトが結成した芸
術団体、ウィーン分離派を中心として
広がった。

天才たちが
この世を去ってから

100年

Austria
オーストリア

1918年、ヨーロッパのアートシーンに絶大な影響を与えた
4人の天才がこの世を去った。クリムト、シーレ、ワーグナー、モーザー。
死後100年となる2018年は、ウィーン市内の博物館や美術館で
彼らの特別展が開かれる予定。
5月に直行便が就航したばかりのウィーンは、今こそ行きどきなのだ。

オーストリア
世紀末芸術を回る旅

ウィーンVienna

カールスプラッツ駅。ウィーン市営地下鉄施設のひとつ

ワーグナーの設計したシュタインホーフ教会

シュタインホーフ教会の祭壇

『ヴァリーの肖像』。レオポ
ルト美術館展示、収蔵
©Leopold Museum Wien

上／べルヴェデーレ宮殿に収蔵、展示されてい
るクリムトの名作『接吻』
下／ウィーン分離派の展示会場であったセセッ
ション。月桂樹の葉をモチーフとしたドームの下
には「時代にはその芸術を、芸術にはその自由
を」というスローガンが刻まれている
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19世紀末に建てられた歴史的な建物を利用。『バ

ベルの塔』や『雪中の狩人』などブリューゲルのコ

レクションは世界最大。絵画のほか古代ローマ、

ギリシアの彫刻も充実。

美術史博物館
Kunsthistorisches Museum

URL：www.khm.at

ミュージアムクオーターにある美術館のひとつ。

ルドルフ・レオポルト氏の個人コレクションを公

開。シーレの作品は実に200点を数え、特設コー

ナーが設けられている。

レオポルト美術館
Leopold Museum

URL：www.leopoldmuseum.org

オーストリアの英雄、プリンツ・オイゲン公の夏の

離宮。上下ふたつの建物があり、上宮が美術館と

なっている。『接吻』をはじめ代表作の数々が展示

されたクリムトの間は必見。

べルヴェデーレ宮殿
Schloss Belvedere

URL：www.belvedere.at

左ページで紹介した3つの美術館を回るモデルルートを紹介。ウィーングルメも楽しめちゃう！

古くから「芸術の都」と称されるウィーンには、数多くの美術館がある。最も
有名なのは、ブリューゲルやフェルメール、ラファエロ、ルーベンスなどの傑
作がめじろ押しの美術史博物館。クリムトの絵画はないものの、正面階段を
上った壁面の上部に描かれたフレスコ画は、クリムトの作品だ。
クリムト目当ての人は、べルヴェデーレ宮殿へ。優雅なバロック建築の宮殿
は内部が美術館になっており、なかでもクリムトのコレクションは世界最
大。かの『接吻』が収蔵されているのもここだ。クリムトの弟子であるシーレ
の作品は、ミュージアムクオーターという博物館・美術館地区にあるレオポ
ルト美術館に多くが収蔵されている。
各美術館は「リンク」と呼ばれるウィーン中心部をぐるりと回るトラム路線の
南に位置している。1日あればはしごすることもできるので、右ページのモ
デルルートをもとに回ってみて。

ウィーンの
美術館巡り

❶荷物はクロークに預けて静
かに見学しよう
❷宮殿を利用した豪華な内装
にも注目
❸クリムトやシーレなどの人
気画家には専門のコーナー
も。レオポルト美術館にて
❹美術館の限定グッズはおみ
やげにぴったり

ウィーンの　 大美術館3

❶

❷

❸ ❹

ウィーン1日モデルルート

10:00

12:00

13:00
14:00

16:00

17:00
18:30

たっぷり
ボリューミー♡

甘いモノで
リラックス

ワイン
バーも

人気だ
よ

3大美術館
を回る

リンクから少し離れたべルヴェデーレ宮殿は、

朝イチで攻略！ 内部はそれほど広くないので、

1時間もあればひと通り見て回れる。

べルヴェデーレ宮殿

お次は、ウィーン分離派の本拠である展示館、

セセッションへ。クリムトの壁画『ベートーベン

フリース』は必見！

セセッション

ウィーン観光のメイン。内部は広く、絵画の置か

れた2階フロアだけでも2時間くらいかかる。ポ

イントを絞って見学しよう。

美術史博物館

1日のラストはレオポルト美術館へ。閉館時間

の18:00ぎりぎりまで粘って、シーレやクリムト

の名画を堪能しよう。

レオポルト美術館
ウィーン名物は、大きなヴィーナーシュニッツェ

ル（ポークカツレツ）。専門店から老舗までさま

ざまな店があるので、吟味しよう。

伝統料理ディナー

リンク内へ少し足を延ばして、

カフェ休憩。ザッハートルテが

名物のザッハーや、皇妃エ

リーザベトもご贔屓のデーメ

ルがおすすめ。

カフェで休憩

時間がもったいないので、ランチは野外マー

ケットのナッシュマルクトで。トルコ式ケバブを

テイクアウトして、ひと休み。

ナッシュマルクトで
さくっとランチ

Start!
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ウィーンのカフェ
チェコ

スロヴァキア

オーストリア

直通の鉄道で1時間30分～。
バスでもアクセスできる。

市内や空港から直通バスで
約1時間。鉄道でもアクセス可能。

5泊7日モデルルート
DAY 01 日本 ⇨ ウィーン

DAY 02 ウィーン

DAY 03 ウィーン

DAY 04 ウィーン

DAY 05 ウィーン ⇨ ブラチスラヴァ or
ブルノ ⇨ ウィーン

DAY 06 ウィーン発

DAY 07 日本着

ジェネラルインフォ in オーストリア

時 差

ビ  ザ

ベストシーズン

通 貨

物 価

日本より8時間遅れ。サマータイム実施期間（3月最終日曜～10月最終日曜）は7時間遅れ。

180日以内、合計90日までの滞在なら不要。

　　 　：6～9月。7～8月の真夏は暑いが、湿度が低いので過ごしやすい。

内陸部のため、冬の寒さは非常に厳しく、都市部でも氷点下10度になることも。

ユーロ（€）。2018年5月現在、€1=130.44円

物価は日本よりもやや高め。ウィーンは特に宿泊費と外食費が高くつく。

：

：

　

：

：

詳細は地球の歩き方 
ウィーンとオーストリア編、
arucoウィーンへ

発行：ダイヤモンド・ビッグ社
www.arukikata.co.jp/guidebook

本体：1,700円＋税（左）
本体：1,200円＋税（右）

ウィーンのユースホステル

ADDRESS：Myrthengasse 7, Vienna, 1070, Austria
TEL：+43-1-52363160　FAX：+43-1-5235849
URL：https://hihostels.com/ja/hostels/
　　 vienna-myrthengasse?linkid=980028
E-Mail：hostel@chello.at　

Myrthengasse

チェコのユースホステル

ADDRESS：Jiraskova 133, Litomysl, 57001, Czech Republic
TEL：+420461611051　FAX：+420461611051
URL：https://www.hihostels.com/ja/hostels/
　　 litomysl-ymca-hostel
E-Mail：recepce@esclitomysl.cz　

Litomysl - YMCA Hostel

ブラチスラヴァのユースホステル

ADDRESS：Spitalska 35, Bratislava, 811 08, Slovakia
TEL：+421 2 52925797　FAX：+421 2 52925797
URL：https://www.hihostels.com/ja/hostels/
　　 bratislava-hostel-patio?linkid=980028
E-Mail：booking@patiohostel.com

Hostel Patio

❶ウィーン分離派が誕生した伝説のカフェ、
シュペール
❷夏のハイシーズンは、人気カフェは行列に
なることも
❸歴史を感じさせるデーメルの内装
❹地元っ子から観光客まであらゆる人が集う
❺オーダーはザッハートルテとウィーンコー
ヒーで決まり！ デーメルにて

❶オレンジ屋根の美しい町並み
❷チェコといえばやっぱりビール！ オリジナルビールが人気のホスポダ、ペガス
❸町の郊外にあるトゥーゲントハット邸。チェコでは珍しいモダン建築の世界遺産

❶旧市街にはパブリックアートが点在。マンホールからのぞくユニークな像は、人気の撮影スポット
❷ドナウ川を見下ろす丘の上にそびえるブラチスラヴァ城
❸青メインの内装がかわいいブルーチャーチ（青の教会）

かつて多くの芸術家や音楽家が集い、会話を交わしたウィーンのカフェは、
さまざまな文化の発信地。町で最も有名なカフェといえば、ザッハー。かの
ザッハートルテはこの店で生まれ、世界的な人気になったのだとか。王宮
のすぐそばにあるデーメルは1786年の創業。絶世の美女として知られる皇
妃エリーザベトお気に入りの店で、毎日のようにケーキを王宮に届けさせ
たのだとか。
クリムトやモーザーといった世紀末芸術家たちが集まったのが、中心部か
ら少し離れた場所にあるシュペール。1897年、ウィーン分離派はこの店で結
成されたのだ。そのほか、クリムトとシーレが初めて出会った店とされるカ
フェ・ムゼウムもまた、ぜひ訪れたい店のひとつ。
午後のカフェタイムだけでなく、朝、昼、夜と1日通してカフェを利用するの
が、ウィーン流。朝食やランチ、夜にはアルコールまで楽しめるので、1日に
何軒かはしごして回るのもおもしろい。

Cafe Data

デーメル
Café Konditorei Demel

URL：www.demel.co
m

ザッハー
Café Sacher

URL：www.sacher.co
m

シュペール
Café Sperl

URL：www.cafesperl
.at

ムゼウム
Café Museum

URL：www.cafemuse
um.at

❶

❷

❶

❸❷

❺ ❸

❹

チェコとスロヴァキアは、かつてチェコスロヴァキアというひとつの国だった。
1993年に袂を分かった両国は、2018年に建国25年のアニバーサリーイヤーを迎える。

ウィーンから
ブルノへ

ウィーンから
ブラチスラヴァへ

ブラチスラヴァウィーン

ブルノ

❷❶

❸

2018
年は建国25年！

チェコ＆スロヴァキアへの
ショートトリップ

国土のほぼ中央を境に、西はボヘミア地方、東はモラヴィア地方となっ
ているチェコ。ボヘミア地方の中心が首都プラハで、モラヴィア地方の
中心都市がここブルノだ。古くから学問の町として栄え、博物館や美術館
などの文化施設やグルメ＆ショッピングのエンタメシーンも充実。チェ
コならではのビールはもちろん、モラヴィアはワインでも有名。町に点在
するホスポダ（ビアホール）やワインバーへ繰り出して、思う存分味わっ
てみよう！
チェコには全部で12の世界遺産があるが、うち約半分がブルノの周辺に
位置している。広場に面してカラフルな建物が並ぶテルチやゼレナー・ホ
ラの巡礼教会、モダン建築のトゥーゲントハット邸など、実に個性的なの
がおもしろい。ブルノへはウィーンから日帰りでも行けるが、できれば数
泊して周辺の世界遺産へと足を延ばしてみて。

モラヴィア地方の中心都市
ウィーンから東へわずか60km、スロヴァキアの首都ブラチスラヴァがあ
るのは、ドナウ川のほとり。ハンガリーを加えた3ヵ国の国境に位置してい
る。当然両国との結びつきが強く、16世紀半ばから19世紀前半まではハ
ンガリー王国の首都であり、女帝マリア・テレジアもブラチスラヴァ城を
居城としていた。
観光の中心となる旧市街は、徒歩で十分に歩き回れる範囲。ハンガリー王
の戴冠式が行われた聖マルティン大聖堂や真っ青なブルーチャーチを回
り、ディナーや早めのナイトライフまで楽しんでもまだ日帰りできる。な
お、スロヴァキアはヨーロッパのなかでも物価が安い。オーストリアだと
ひとり1万円くらいしてしまいそうな高級レストランで食事しても、その半
額以下で済んでしまうのだ。名物のハチミツやスロヴァキアワインだって、
格安！ 旅の最後に、豪華な思い出をプラスしに訪れるのもおすすめだ。

ドナウ川沿いに築かれた可憐な町

Brno チェコ
Czechブルノ Bratislavaブラチスラヴァ スロヴァキア

Slovakia

美術館と
一緒に回りたい

Kagan Kaya / shutterstock.com

1716 ユーレイルセレクトパスを3名様にプレゼント！（詳しくはP24へ    ）レイルヨーロッパより
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